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Ⅰ　両地域形成の経緯
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のrJ，で伝統的な部族組織と慣習的な士地保有形態
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I 11111地域形成の経緋（川、

トヂシアにおける一上地配分は， 植民地政府に

上る「白人のマゲナカル々jといわれ。 アフリカ
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人民族主義に対する最後の防波堤としての役割を

演じてきたL‘また演じてL、ること校周知のどお

りである r 現在のローデシアにヨーロッパ人遠征

隊一－Pion巴巴rColumnと時ばれるーーが入植し

たのは 1890年であるが宅かれらはこの地域におけ

る鉱産官;IR＞勺採掘を当初の目標にしていたヲ した

がって，入植前後は，土地が鉱業権取得の対象とし

て重要性をもっていたけれども， ヨーロッパ人農

業者が7つ）カ人農業者との競合から免れるため

に全地域に〆h之って土地配分をおこたう必然性は
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Royal Charterによってオーソライズされた BSA
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者， 会社およびシンジケートのために土地を留保

してお〈と l号、う性格をも.，ていたにど竺まり，事

実そのころヨーロッパ人に仁って占有された地域

の面積は必ずしもまだ大きくなかった。他方にお

いてまた，アフリカ人側としても， 自給生産に必

要な土地は汁時わずかであ pたし， 三とにriム長や
部族民たれ：t『 たとえばりむを財産枠と Lて譲渡

担保のような方法で売買することはしなかφfこっ

つまり，土地問題は，それがアフリカ人の慣習的
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時にもっとも重要な地域であったマダベレランド
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保有地を選定・占有し Lかもこの？討議地が多く

未利用のまま放置されたり， さらにヨーロッパ人

入植者がアフリカ人占有のために指定された地域

にしばしばほ入したりしたため， はじめてここに

両者の七地をめぐる争L、が生じた。

この争いを調停するため委員会が設立されその

結果，米割当地にアフリカ人占有地を割り当て，

ヨーロッパ人に譲与したアフリカ入居住地に対し

亡はその代替地を選定する日のいわゆるマタベレ

ランド土地配分勧告が1894年になされた。つ玄り，

それまでとかく境界が不明維であった両地域につ

いて司委員会設立時の土地占有状祝を基準にして，

あf，ためてその領成を確定し工うとしたわけであ

る。 ともあれ［アフリカ人部族民の占有に十分な

士地， その農耕に適する土地を割り当てる」こと

を任務としたとの委員会は， その条件として，ア

フリカ入がその’出当地の中で部族的慣習にしたが

円て生活しうることを保証したにもかかわらず，

この土地配分はたちまちアフリカ人のはげしい拒

存にあった。その理由は， アフリカ人にとって本

来日出財ともいうべき土地が人為的に配分された

ことへの本能的反発もあったが， それよりもむし

7，令ヨーロッパ人の任意占有地の代替地として与

え人れたシャンーゲニ（Shangnni）およびグワーイ

(Gwaai）の両指定地がともに土地条件の劣悪な地

域だったことに対する強い反感のためであった。

このようなアフリカ人の抵抗があったにもかかわ

「p仁 この土地配分は強行されたため，マタベレ

ランドのアフリカ人はついに 1896年に反乱を起こ

した3 これに対して，ヨーロッパ人側は武力をも

って圧服しようとしたが， アフリカ人側は文字ど

おり難攻不落で， けっき上く懐柔策によりこれを

鎮めるよりほかなかった。つまり， ヨーロッパ人

口アフリカ入に対して「妨容されぬ自由な同に土

地を与える」ことを降伏の条件としたのであるっ

ともあれ， この結果，アフリカ人は好むと好まざ

るとを問わず，指定された地域内で農耕・牧畜を

t－ることを余儀なくされた。も，〉とも，反乱鎮定

後しばらくは，新たにヨーロッパ人のものとなっ

た地域で，労働を提供して放牧を続けたれその

まま無断で居坐っていたアフリカ人もいたが，し
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1'1ii{d t fノ I) /J人のi二j也購入株主：制限「ることを

にはん•，＼ ,-｝パL. Jh! i .二 ）） （ ノ 11 り人.~ :4-1－ふ！ )1;,:[¥ij(i(J i 二;,fめ、 iをfht I J；；（住J'i;;購入i血jf士J（！，：［大iゾ、
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-::, '. ';/): ），ふユンケ L fゾ l.Cll山

本｜りにL、＜，¥?f本家／こf》じよ，・c kJ)J・{JJ'.iffcさJL亡

さた二とは， 二tr;IiほしI) ’·J;:,ti'i' 企 lj\l't に .•Jくしと L 、ゐ

ともあれ， 190ゴ｛いには，がJ'..?1(10万二f二ャり一山

)J；（住1~m，とl也｜生｜えい、／二伐り G' ）主：J 7500 JJよー力

－／；～ヨ－ 11ノパ人c！） 「Irhi f込干iJ也 もし；はγ ソ

') !J 人，） ）日誌入地とん：｛ミ／二E二と乙＇ 1，長ぷさlL＇乞（／）で

ある こうしご， fブ IJ：，＇；人山土地 ti/r111r；態｛二iし

l原（主氏指定地J におけ／.：， jl;f,i］体（Y-J二u也／Jf右のほ
か（こう ｜！月、｛工民購Ai也J；二.nける干1.1'1ワ土Jむ所有，う‘

柄来並存する三ととなり，した I,ゐペて‘この1,tffiを

し介、に調整ナるかはその後政府に.＼：： .，て i~ °lt' ,if＇.題

ti）一つにな Jた t •) t j, ）ヲブ：！カ人の上：i脚－~入

権iし勺初J-・;r:相n1_(T）資本土千Iす.：：》tぴ）八：～，Hi:
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i：：二N:)< L /, ＇・“二 2：全焼く f;t実Lたr ！、fこiり＇..？6与

しり力← ＇.I一委u会代、arler( 、ommissio口）峨子f/J ・, , I 
--LIυ 、人農業のγソIJ}J人農業どの競E-,ti:: 避け

ふ／こ，v!, 人稀1・iJI同報公是認L、1,,]Iiおこうー／約；大

ti）えIJ)J：全日出11',fLι上ウ ~： L ／二υ｝も、 乙ゐ均、と己主五{ir(r,J干lj

)f:IX:i¥lを＇1＇ヲ七七こしと域的平さ jLる「 ともあjL, iリ；）！
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[I非人j也iιイ唱しtf~ illこが， 191] {fびiIii］改Ji」i:i；で；t 
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Ⅱ　両地域経済の比較

1969020088.TIF

一ーが加えられた。 それでもなお「原住民購入地」

への入植すの数は着実に伸ひ＇.， 1963年には延べ 160

万エーカーの地域に7000ノ＼.(T）農家が入植

われる（注2）。

f二とL、

( iJミl) 旦昭『中央アブ Uカの社会・経済偽造JI(ア

ジア経＇；己 TJi,f茸，研究セ？fii；第123集， i91;7；，〕,43ベ

ージ以I'C 

（注2）弘 F.Massell & R. W. 恥・I.Johnson, 

Africa，托 Agγicultuγein Rhodesia : An Econometric 

Study （代.mtιal¥,fonica, California, 1966), p. Iii 

II 両地域経済の比較

一般にアフリカにおける人口に対する土地の割

合は他の（民間発国のそれに比ぺて大きいといわれ

るが， 口ーテシアに関するかぎり，

相対的にけっして小さくない。

人iiの正力は

その理由は，一つ

には， 肥沃な土地が乏しいことにあり， もう一つ

には， 多少ii目沃な土地点aあ・） てもそれがほとんど

ヨーロツノ古人の手中におかれていること v乙ある。

国土の大部分は海抜900メートルの標高をもった

め， 気伎はむしろ亜熱帯性であるが， 七i哀｛土概し

て花崩告を主体にした砂土からなってれ；）（ロー

デシアの約70o/oは砂土である〉， ところによっては若

干肥沃度の高いレッド・ロームやクレイ・ローム

が地表tこあυわれていることιあるが， そJtはき
わめて／卜部分にすぎず， lj古込もその下じはしばし

ば不浸透性の岩層が拡がっているため， 本来肥沃

な土壌とはL、えなu、。 そのうえ， 集約農業に必要

最低限七、われる 700ミリの年間平均降；Ff散を越

える地域は国土の約38%しかなく，また亡の降雨

量も季節問および季節内でかなり変異がある。 ロ

ーデシアの出H、省は降雨！正・土壕型などに関連さ

第1種農地（土、降雨

果樹生産などに適

せて農t自主六つに区分しょこっ

が多量で比較的変異が少なく，

する地域であるが，
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それは国土の 1.6%ほどし！；。

なく， また集約的農業に適する第2種農地は，ソ

ールガベリとブ、ラワヨを結ぶ中央高地と東部山岳

j也－／l；：など，国土の 18.7%しかなし、。

農業にのみ適する第4種農地から，

そして粗放的

粗放的放牧以

外lこ使いようのない第6種農地まで， 要するに集

約民業不適地が全体の62.3%をr"iめているのであ

もっとも，これと類似した現象は，なにもl ) 。/, ( 

ローデシアにかぎらず， 東アフリカや西アフリカ

のご台干の国でも問、められるかもしれぬが，「ローヂ

シアの土地の 75%においては， 与えられた条件の

もとで農作物を生産することは危険多い企てとな

っているJmむのはたしかであろう。 しかもヨー

11 ノペ人地域は集約的農業適地の大部分， すなわ

ち第 1種農地の81'X，，第2種農地の77%，第：i極：農

地の64%を占拠しているため， アフリカ人地域

は， 「原住民指定地」にしろ 「原住民購入地」に

しろ、 相対的に劣悪な土地条糾のれとにあるとい

える。ただ J1；（住民指定地j と l原住民購入地4

前者は長年月の土壊肥沃度をあえて比較すれば，

にわたって耕作されてきたし， 土壌保全の措置が

（原住民土地桃作法；（NativeLand Husbandry Act) 

の実施後も十分にとられていないため肥沃度は低

下していると考えられるのに対して， 後者は入植

1¥if t ・c:まったく耕作されることのなかった処女地

Cキ〉〆〉て， しかも青空耕を含む土地改良投資が積極

的におこなわれてきたため土壌の肥沃度はまだ比

較的維持されているとみてよい。 そのうえ「原住

氏購入地jは臼家消費用作物たるトウモロコシよ

りも， 市場販売m作物たる落花生により多くの耕
i也を告いており， しかも落花生はクレイ・ローム

のうえで収量ぷ最高になるほ乙 土壌の肥沃！主に

比較的影響を受ir tr.，.、から， 農業生産力の観｝，＼！；•

らすれば， 「原住民購入地」のほうの土壌型に優

位があるものと断定することはできょう。



1969020089.TIF

土地に関する権利につL、u、えば‘ I原住民指

定地 では一般に慣習i't'Jな土地利用法として焼畑

出法Jトおこなわれ，ことにムシケ代lusha）と呼ば

れる家族村落単位では， その高度の移動性にもか

かわらず，家族成員が 1人残らず特定の地域につ

いて耕作権を付与されており，しかもその権利は，

耕作者がその土地を占有しているかぎり個別的持

分として恒久的に保護されて，，、る｝引〕。 もとより

優良地は乏しいから休閑地を多く持つ農家も稀で

i：地lこ関する権利はきJ）めぐ r'i:rli.；なものとなり，

、二と（ι家族成員の生活保障のに.＇hi) ＇ふって土地が

流通可能なものとなることはほとんどありえな

v 、。要するに「原住民指定地」における土地は部

族財産に属するので，土地の売貿はもとより， た

とえ畏業信用供受のためとはLえ、 それを抵当権

の対象にすることも許されん：L、げに、ある。 これに

対して， 「原住民購入地iでははじめから裂の導

入、唯肥の利用，輪作の主砲， ￥M也ゆ集中などを

前提として士地の自由保有権が認められ，商品作

物の収量増大のために農地の拡大も自由であり，

事実可耕地面積は「原住民指定地」の数倍も大き

く！；＿.Pている。ただ「原住民購入地iはあくまで

新たに開拓された土地であり，した沿って購入し

た地日の中に耕地を増やすには掃林・整地という

大量の労働力を伴う作業がなされねtまならず，し

たがって現状では，潜在的可耕地がまだ十分利用

しつくされていない場合が多い。掃林・整地は「原

住民購入地Jの創設当初は政府の援助によって直

接おこなわれたが， のちに各入植農家に任せられ

た。したがって，さらでだに家族労働の利用が「原

住民指定地jの農家より集約的な入植農家が， 自

由保有地における耕地の割合を大きくするために

は，いきおい雇用労働に依存しなければならな

L、。しかし，現実には，「原住民購入地jにおける

服用労働の利用は， ［），京住民指定地［に比べれば

滋分多いにしても， けっしてはなはだLく多くは

かν この場合の生活保障は， 比較的数の少ない

家族労働がより長時間働くことによって自ら獲得

せねばならぬわけであり，そのことは土地の流通

性が認められながらも， なおいったん入植した農

家をして「原住民購入地」を容易に去らしめたし、

係国にもtc》ているように思われる。

'fil＇効利用について「原住民指定地！と ［原住民

購入地とのもっとも顕著な相違；J,I::さにそのよ

うないb(1urcommitmentの儲皮Uあるといえよ

うc前者は比較的保有地規模が小さく，家族規模が

大きいにもかかわらず，家族成員の単位面積当た

り労働時聞は少ないのに対して，後者は逆に比較

［ドj保｛T地規模が大きく，家族規模が小さ L、にもか

かわらず、家族成員の単位面積当たり労働時間は

ち十のである。 これは上記生活保障の問題もさる

ことな，／；＇,-, ' やはり労働移動の効果がも J Pとも大

きし、からであろう。つまり， f原住民指定地」の

；農家では， 「原住民土地耕作法Jの影響で，都市

や産業中心地に出稼ぎをするものが多く， したが

引で農業労働における季節的性格がより強く，堆

JIE • 11没係・w.付・刈入などの農作業も必要最小限
J主に短期間おこなわれるためPあり、 ヱf二「原｛主

民購入地jの農家では， はじ Jわから生ilr/J農業所

得だけに依存せざるをえないため，年聞を通じて

離村者が少なく， したがって農業労働における季

節的性格はより弱く，上記のごとき農作業も可能

なかぎり長期間にわたっておこなわれるためであ

心。ことにラ刈入後の農閑期には， r)fi許の場合で

｛夕、 脱殻・製粉・格付・農家修理などの作業が残

Wit＼・によってなされるが， そ;ftr，は｝立接生産iこ結

ひっく作業ではなく，これに反して後者の場合は，

年！緋，入手商耕作，畝 i二げ＼ 水路建設など生産的tt
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土地改良作業Jシ家族成日の大部分によ v》ぐたされ

るわけであ h そこにJil,j者の労働利用μ大さな差

異が生じてくるのである。「原住民指定地」の農民

において特；ニ升働移動がはげしい理由としては，

部族社会内山の人口増力｜｜や 労働節約！？っJ仁が併の

普及もあるが，基本的にはアフリカ人農民の反J惑

を買った「朋住民土地耕作法Jの失敗であろう。

また，「原住民講入地」の民民による！ahemr ,・, ,mmit-

mentを比較的大きくしてL、るもう・ハのJf!lfEl 

は，前述のとおり，かれらが耕地の大部分を漆花

生の栽培に向けていることにある。 もともと耕地

面積のわりに多量の労働力を必要とすふこの商r'i/1

作物については，特にその収量に応じた刈人作業

がトウモロコシやヒ工に比べて苦しく過議になる

のが常である r 一般にト，；，モロコシ生五に！立点を

置き，落花生成培には比較1i（＿）＇］、面積のそllfJむしかさ

かない「原住民指定地」では，落花生の刈入は主

として女子の作業となっているが， ｜胤住民購入

地」でいその／1業量が比較に fよらぬほどにさいの

で，男子も女fもこれI二従事L, それぐも／仁お足

らぬときには限られた範聞ながら雇用労働も用い

られるととtある。ことに，相互扶助労働に依存

する機会の比較的乏しL、原住民購入地 の農家

は， この作ぷをより長期にわたって成就すること

を余儀なくされるのである。なお，農作業におけ

る性別分業川、 「原住民指定地jにおし、こ｝干しく，

通常男子山主としてト内 ＇c11コシの堆Ill::.矯種・

植付，ヒエおよび落花生の播種・植付をおこない

女子はすべての農作物について除草， メリ入を分担

している｝これに対して，l/)1(住民購入土佐；でiしか

かる伝統的fjjjlj分業がはとんど崩れ去， CJ；久

男子も女子もすべての農作物についてだいたい同

じ割合で作業を分担している その結県，女子の

農作業仁おける過重負:Jll:t＇後者にお lい かなり
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ね＇lfilされている k たとえば， 1チウ仁シエ（Cl,rn,・

she）似住民指定地」では，女千の作業量は男子の

1.5併であったのに対し， 「ダーウィン（Darwin)

原住民購入地」では‘それが約 l－三倍であったと

いわれる（IJ:4）」 tξJ；りかかる農作：業における’It二

JJIJ分｝誌は，孤立的・停滞的な社会であればあるほ

ど強く残ず》ているものであり，女子労働への依存

！支はそのかぎりにj_; L、て理解され上うが，現在ぴ）

i；；（住民指定地 における女子の日：業負担は過Y(t;

といわざるをえない。たとえば， 除草は中央アブ

リりの農業に才：L、で欠かすことのできぬ重要点作

業ご」〉り，その’）j’働i誌の大きさカリ7いっても、七／二

作業時期に対する阻慮の重要さからいっても，け

りして播種・槌付作業に劣らないοまた刈入作業も

京 i：ての運擁ni E i；，に脱殻・製：iう｝ぷで含めればそ

ハ－；；・ff)J負担はt) Iしと小さし、しの亡はなL、。 ；「

ぎkく， この女子の過重労働を生ぜしめた!Ji（凶の

大半は，男子の出稼ぎに求められる。その意味か

らi.J!.f.f, I涜（口；氏購入地Jにおける農家のいい）llf

C，川1mitmentを大きくさせた第三の理由としど

ここに述べられたことも， ひっき上う労働移動と

いう第1の理由に還元されうおかもしれないけ

;;: i二，農機！lゃ）j巴istの利用状況についてがjJ也Jr，記

を比較してみ上う。 ll~にも述べたとおり，「原住民

購入地］の農民は， 入植資格条件として一定の資

本 ごしてのじには一定の技術を持つこと治ιだJく

;';)lてきたか＇°）， fの労働手段の)JJ；充が， lfi( ii: 

民指定地」の農民よりはるかに進んでいたとして

も不思議はなb、。まず農機具についていえば，「原

住民購入地Jの農民は， ［原仕民指定地jの提J:(

c＇）られ近くの l{'f＋ょをぞの購入にあてている。 f~iJJj: 

は南部アフリカでは， かなり古くから普及してお

り、ローデシアではアメリカ人守教師アルヴ f一

I Iぅ !J.Alvord) en労力もあ｝下、 fl京住民時人
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I r'i'旧民 1）.で主るほどυ｝午内余剰もιf、二によ 場di弘一価格でぶ伝Iiすると，良家当たり生産額では，

Jこ購人資会を（廿り入れるに七土地入：，q二をJH：九十告の 後者Aが 1~rrt1干のけ｛九 lnJ販売制でi士、実に 1561，＼：と

付象にむきぬ｜原住民指定地 山t:!:11'.:に；J-{:-(.')11J f仁；てJjI) (, ;J:,;, i原住民購入地iの農業生産力

能性；ょ極度に｜彼 i",JLごいるとレ J , : .L、うeんソ が終段に大きレことが会tiられる u しかし、この数＇f:

11討をに「l片山氏指定地｜と：原住民購入地！ ＇こ ど館而どおり’をけ取って、 1ol,j地域経済の格差と芳

おける農業生産｝j.＇）比較をしなければ九九なし＼ えてはなんないと思われる4 その理由は‘おそ 1・,

11一千 J P’c/) T 7 I) /J人会主における L主要農作物 く次山諸点にあんう p 第 it二、これら農作物のr'u',

i上卜 i'7-IC'口コ〆 T I: T および、落花生であるが，ニ 演に J八、ては， c1ー μ 、ソパ人農場で生産されたも

れんが仁王｜内・ ldタトi:g1 f汁 l行局版J己さ:ic心i坊！？， のとの陪i：二格差はあっても， 「原住民指定地iと

いずれも l出向機閣にる 殺鉛ソーケノテ fン 7・ l原住民購入地！の生産物問にほとんど格差がな

川、ード (( ,r礼111 ¥larkl'.ting弘山《I) iニn，、 Hfr》
I l 心·•· l;.'.J:作物は主寸 f / IJ .り人地域に｛（｛｛：すふ c]•.

ー｜ごの出先機関に集1苛としてす古，JIき沌され、 そ

こんミら，；fード灯台/ill，二連ばれて係1'¥'i二L;; lF骸・

良市~3 l: i'.Y、－＋M寸志午 ，＂－｝.t‘ それか終わるとLt!/・J 1,,1 

げと輸出f/1Ji J 0＇パ、寸 jl かにアー·~される υ 民w物

•.1>Mi十れは iiょ年 11·.1際 iiil引1lli絡と ik］内版元［出i格とに しl
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ノii;t山地場，；rlf場11111格は、 地域；こ主 IJ' kた季節；こ
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γア 1）カ人心地ir可眼遣にJii＼、られるため生産者受
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し物的生産性を上外せしめる要肉が｛走者の場合

にfことた）； .t IJ多く存在したにすぎなL、ことであ

;:, ::fi ＇.：＇. には，これら農作物の商r'n'11ヒ率t;;I 原住

民指定地j (j）農家ではその大rm分が 10%以下ご，

不均すれば；1•；：， にすぎず， ！！）；〈住民購入llllJの農

家ではその大；｛ii分が50'.1(1以tで、＇i三t令すればら作1;,

にi主L</11ベしたが J》て袋当たり／uli格の安1，、トウ

ヒリコ与を l'l家消費のために多く栽倍し亡いる

I JJ；（住民指定地i農家の生産額・販売額i土異常に

小さくなり、逆に袋当たり価格の高いl法,It生（ト，.，

!:-¥1 ，＿，正のがJ:l.5｛：りを市場販売のために多く栽倍し

てL、ゐ i））目住民購入地i農家の生産額・販売額は

異常に大さく示されてレること。第：Iに， ！！原住

民Jfi定地！の農家は，保有地規模は小さいが，家

族規椛は大きく，反対に［原住民購入地J（！）農家

は，保有地規模は大きくてι，家族規模が小さい
したがって，両地域の農業生産力を農家当たりの

生産額と販売額としてみると，かように「原住民購

入地Jのほうが圧倒的に多く示されるが， これを

単位面積当たり収量でみると， その格差はけっし

てそれほど大きくはなし、こと，である。実例をあ

げるな「》ば， 19511年から1958年までト二， f原住民

購入地iにおけるア 7 けカ人生産者のエーカ一行

／ニリ fr'.Jli'U立を， 「原告；民指定j也iのそれ土比較
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ナると司 f原（tl亡購入地｜の法家は；＼.K袋である

のに対して， 「原住民指定地」の農家は， 熟練度

山もっとも高L master farmersが7.：＼袋，熟沫

度が中｛立の plotholdersが6.3袋，熟練度のもっ

とも低＼、全般原f:l民良家が三－l袋となっている

(itl5)。これによって知られることは， 「原住民購

人i也」 ν『）生産庁、り収量は， たしれに防之原住民長

栄のそれよりも多ャが、 masterfarmer邑や plot

hold巳お など農業普及事業に上って生産技術企L女

主された I原住民指定地lの農家のそれより iりiら

かに少ないことである。一般原住民農家に比ぺて

相対的にk地乙資本を:e'：’百にもつf原jj'.[:1;:購入地」

の農家の収量がそれ相応に多いのは， しごく当然

であつに‘ むし九収量十件差の少なさは｛没者の tl也

利用がそれほど集約的でないことを示唆してさえ

L、る。 L/pし，m;ist日rformersヤ plotholder;., <J) 

収量に比べるとかなり見劣りがするのはし、ったU、

なぜでJiηううカ、了 もとにり，収量比較には，土

地生産ttJJ相涯による影悼や， I↓〈産l士；」土下さ jLに

資本や労’働の効果を同時に考慮に入れること泊込、重

要である そ（i）人

条件が「D京住民指定地」とさして変わらず， その

うえ土出・資本れよび労働の利治度ではむしん後

者より車、まれているといえる。 したがって， ｜原

（士民指定地Jv'J mesler farmer；；ゃいlotholders 

が輪作・施肥・農作等の時期などにつし、て普及員

刀ら指導を受付たゆえにヲ相対的にのf山、土地と

資本をも－.て，相対的に多い収監をあげえたをす

れば， 「原住民購入地」の農家のほうが経営集約

化を十分におこなわなか J》たか， あるいはお三な

ザても他の諸要因のためその効果があらわれなか

' fことみふさればならな、、。 いわんや、 ［原H氏

購入地jの農業生産力が「原住民指定地｜に比べ

て格段にーたきb、と祈定 jふこと；上むすふしャ！日、

えるのごある t
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皿 「原住民購入地」農業の評価

ロ一子シア政府のアフリカ人農業政策は次のよ

うな目標を掲げてきた。すなわち，一方において，

限られた土地や資本をもって農業生産力を上昇さ

せること，他方において，優良農地の不足と急速

な人口増加から生ずる失業を綾和すること，であ

る山1¥ 「原住民購入i也」の創設も，実は、との

農業政策を実現させるための積極的方途の一つで

わI), J t体的に；ま，ある程度の資本｛および技術）
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どもー》た FかJi,:'jアフリ力＼J;'H(iこ；（；fし， 旬、，， ) ゆる

fl由保有権の誠fi'I：という形で私的土地保有を保証

し，も ＇） てかれらを貨幣経済の中に，；Iさ入れるこ

とをねら＇ ':' .、る。

ところて可 よltかる政策I川 ii擦を， こ！）ii;iにお

けるアフ IJカ人農業の実態とつき合わせて検討す

ると，この「胤住民購入地Jf¥lJ設の志向。J中に，

戊策立案（1ソ.lilijらかな自家；.－：，.二{jがある二 Li/:1111ら

j Lるc たとえIi, 一1-<,i'己農業政策では， γ フ｝ノり人

農業にと vて土地と資本；が｜絞られた資ii点としてが1

1)tされていら；，：. 事実f;tそ「）,yr.純に断定L，とり！詰j

i,>gを含ん二、 このIii<,r 土地が＼IIiこはし

＞）司現在， 失業行に対してさえ、その労働力のtl{

生肢をなおアフリカ人農村に依存している状態で

あるυ

v、jれにしても， j民業政策への；，t1,iJが，アフ ＇｝ I; 

人n：会経済構造の実態と事離し旬、iii提のうえに立
ち， しかもそれが植民地化に伴う行政的強制を通

じて実行に移されるかぎり， はじめに掲げられた

けりじたとえば出企生産力の k外も，アフ 1) )j 

人ff：；族共同体内部で自生的に発達した場合と同じ

持続性をもって成就されることはほとんどありえ

／，：トであろう。つ士 h 「原住民購入地jにおけ

心tti.なる生産のほ（r':J拡大は， 外見上農業生産力の

て絶対的に位｝瓦で‘ないという意味でなレツ土地不足 上外が達成されたものとみなされやすいが， それ

Itない。もし土地不足があるとすれば，村it(J由化に も実は外生的な商品化誘因の相対的な強さに~応
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i政府tこL'J ぶ意的な人極！日j土地配分的•，ltこ日わ i t，その場合， 行 Lろアフリカ人経済社会の代初、

れ，優良地がほとんどヨー＼＇ lッパ人入納者－に

て排他的lc:.,l_;；担Lされてさたニど／，二%Ht！する（1t2 Jυ て生産力上昇の煙、懸もアフリカ人農民の生活永準

［二た資本ーイ＇.；｛.~·）＼，， 、 Ci主、 たしかにアつけ Jヘi泌 が，JLに直接及必こと点、ほとんどなし、ωである

族共同体内ill¥での民自の形成は従来極岐に｛11¥.、水 一般に低開発国農業改革に関して，生産力の上

準でしかなかったが，他方，操業投資や農業信用 外は土地所有形態の変革と唐突に結び、つけて論じ

Iど， 本州！（，1(.jの手で丸、主と＇.，，斗き補完的 H¥ii'，日ゐ十 .-》jL （， ことが多レ、しかし，こ（l)j丙j12i'I土本来パ7レ

ケ構じられて二 it.かったこと tニもそj!,/ : j ) ,; ; ' 、；二 Yし仁川びつけられる必然性は必くもし結合される

l~l連するじさらに， 失業の問題に閲してL、えは＼ 場介は，当該IJi~の生産様式に関する段階論をふま

υーデシアのアツリ力人地域では，労働力の生産 えたうえで関連づけられねばならなヤ。たとえば，

l円j利用に.''・ ＼特別配応ミ｜｝’iかったこと仁与る γL  f諸国のよりに、農業が主どして高利貸的地

：となが1喝 :lt村にはとA、く’U働不足ぴ＞Wu,,1η二日 J: !:'. ，］イ乍人との関係として問題になるところで

だち，工業化への潜在的貯蓄源といわれるごとき は，土地が農民的所有におかれるという意味では，

労働力の滞留はほとんど認められず， ごとに出稼 直接には農業生産力の上昇と結びつかないが，大

主による新しい労働浪費の影枠もあって‘出汁に 部分のアフリカ諸国のように， とれが主として部

おける失業は顕在的にも，潜在的にも係在してし、 族共同体的農薬として特色づけられるところで

なかったといえる（注目。もちろん，都市において は，土地が共同体的所有から解放されるという意

A若干の失業Uiみられる／', fれはむし人＇ Iーロ 11tては、一応民主生産力の上昇にi＇装いかかわりを

ソノミ人経1/rI·~ J l iJる履 )tJ(ii] : I＇の能力 VI/¥J出汗あ L., 捕者ーの場合には， 両者全対；ひ＇..コける契機土
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j I t ! ,,  ／，，私i't'J川｛f/1-itl、11fl'J'J;;i弄ごそWiii'i.Jる土、、う
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1、ワケ 1 －－／，！~~W1：ビ機快｛ヒit l ! /i, t l) j!t/, 

でv、／1:，，、 L、 キ長引’その 1,（｝） イ’‘ 京ljf労働がく｛i’山J;,1.;_

:-_( 1 ll f仁L、fとめ、民家経済川実態；主、原住民指定地l

Lパ’トJ;'.l;fl:グ） H,',-（；とそれiE ど 'J'J~;j J 1) it f乙L、）ご ＇・、え
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士jうえるごと ltでき ！，： ＂＇－、 しかL、 ポi；ニ i,述 eミた

とjj IJ、lJfi-HU己Hi,t:J也iUlJFUそi上、新院i地＇ t！）入
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u,fH＼＂.：にけしこ政 l(fJ豆11力方、むこんわれなく ic ，乙

小 t',i上、 ぞれい入Ni~~JI'.: にと） : Jff_』ιな負wどん
fこごとはIりI ，－，かごあ；J' 勺初／い f，比較的少I.＼、

ι；μ；ヮ；f,p)J乞干1]Illし、 HI II扶W1 ’•：；5-j必ij: ~ ftく｛iにできれ：ふ‘

' ！工人材iJ；ミl(iご三 〉て／t, 庁長tti''.i.tiiliJJ企WI力IIして民

j 也〆士拡大一「；，＿＿~， 1；りし， -/j' [_ 7, FトmiU/ v1 lJiJ世にJ;l 、
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1!I iふ←｜心二と仁；；｝三、 Ji','.;pJf1大を；tiう、ゐほう予二

；す＼；（ls.(,＇，：よ二／仁点、 Ffてtりでふる r 二cl）＝－：＇：；士、 す

て；－jI : ：二l:-, ／ド、 i )J;(fl iそI！品人iむぴli,u』家斗iよt

IJ l'."ZtrUt kき〈乙 1,- 1p.f:1:1111h'P11 ！ごり llY.需；！1‘：111品i

: 1cJに FレhJ と

こそ；上た LA、：：－，わり、 't yこ i/J;(fU＼！：購入l也 にj) 

けろ民主生戸r./J(I)1-_H,1itてのに！とfr L 7, fトNfiJ自

）え＇－）（ザピれ IJ／占し fこlE －，が tI.'.':: L‘1 HHも、 こLパ人

カ＇：－， Jヰ！好＇｛さjI ;c：，心、主：J' 守山 JI三IH’11い ，~i,Z めん；／ l ふ

1:: ¥t!,.J ) ) lら什 '¥;.i「ノbi二、 !11.::l(f''¥i≪Jvi、民約Ul''ltljJ__fiし
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干l]fliJ）号；的拡大lt必寸しも容易でI，： し ,1n芝生I宅一 詩作業を犠牲にして出稼ぎをする手l］ ~fiiJ ，雇用先
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もあれ、 ［）尽住民購入地iにお」、亡雇用労働を少

／し：きせていふ山l土、むしんそれ以外れ社会的

耳目1!1：.＿じるとこ人カ也大pu刊ではれ十かと思われ

ふ、 多くし＇）ぬ t干に仁 r》亡しばしばf目指Iされる上う

な‘ 雇用労働に之、t！る入1m農t¥'.:J＞管Jijー＝能力もそ内

ー〉に数え九れるかもしれ／（＞， 、か， 筆~はそれ上
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-1－る均果そもつ二どは’iミ際トーほとんど期待されな

レどい，・c ＇，、L n E返するに IJJ-?:{l民購入地 では

労働利用につL、Ci., 法的には家族経営の限度以

i二：こ／I',ゐことがない農作物防品化の外部的要請

に立れよ：十るためには、 伝統的農業社会における諸

{1lli fli'1：ハ実現を犠牲iこLながム， 家族成員の労働時

間企延長する EL、7形で労働の集約化をすること

を余！表なくされているのである。
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Mfをに「原住民時入地 1 i＇｝家におけ；：，資本 ρl:i'( へだたりがあるといえる （ I oんのみlrらず、 口一

円安を台む）山利用状況につ、、ご特に注はされる 子＞ －，では，他の大部分ぴ）了ブリカ諸IJiJと｜ロi]l議，

二ど；主， 良業における？氏イ〈化が十［一i主tr-t1にjftんでい ｛昔入t金治込畏家負｛寅の求fftにi占jけ「》れることもな

る,j'I）に喝 肥半、トLハ（史用カ：存外少なL、），
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